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ログのデータベース管理 
 

Qlik Sense September 2017 より Qlik Centralize Logging（QLogs）データベースが 

実装されました。 

Qlik LoggingService によって、ログをデータベースで管理する機能です。 

 

データベースには、大量のデータが蓄積されている可能性があり、QLogs データベースは

数 GB のディスクスペースを消費している可能性もあります。 

 

このログには、Qlik Sense Services ログの収集、Windows イベントログ、CPU、メモリ、

ディスクの待ち時間とキュー、ネットワークなどのパフォーマンスカウンターが含まれます。 

 

 Qlik Centralize Logging の有効/無効の確認 

Qlik Centralize Logging がご使用の環境で有効になっているかどうかを確認するには、 

中央ノードでコマンドプロンプトを起動し、次のコマンドを実行します。 

 

<コマンド> 

> cd C:\Program Files\Qlik\Sense\Logging 

> Qlik.Logging.Service.exe validate 

【CentralizedLoggingEnabled: True】であれば、Qlik Centralize Logging は有効です。 
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 ログのディスク使用量の確認 

各データベースが消費しているディスク容量を確認するには、PGAdmin4 を使用して、SQL をリク

エストします。 

＜PgAdmin4 ダウンロードサイト＞ 

https://www.pgadmin.org/download/pgadmin-4-windows/ 

 

1. Qlik Sense サーバーに PgAdmin4 をインストールします。 

2. スタートメニューより、PgAdmin4 を起動します。 

3. サーバーに接続します。 

 

4. Qlik Centralize Logging に接続します。 

  

  

https://www.pgadmin.org/download/pgadmin-4-windows/
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5. 任意のデータベースを選択し、[Query tool]を選択します。 

 

6. SQL 構文を実行すると、各データベースのサイズが分かります。 

 Qlik Centralize Logging は、QLogs データベースです。 

 

  



4 

 

＜SQL 構文＞ 

SELECT d.datname AS Name,  pg_catalog.pg_get_userbyid(d.datdba) AS Owner, 

    CASE WHEN pg_catalog.has_database_privilege(d.datname, 'CONNECT') 

        THEN pg_catalog.pg_size_pretty(pg_catalog.pg_database_size(d.datname)) 

        ELSE 'No Access' 

    END AS SIZE 

FROM pg_catalog.pg_database d 

    ORDER BY 

    CASE WHEN pg_catalog.has_database_privilege(d.datname, 'CONNECT') 

        THEN pg_catalog.pg_database_size(d.datname) 

        ELSE NULL 

    END DESC -- nulls first 

    LIMIT 20 

 

 

 ログのアーカイブと削除 

一定の日数が経過するとログをアーカイブ・削除する機能があります。 

※自動アーカイブ・削除するものではないため、定期的に実施する必要があります。 

 自動化する場合はバッチとして作成し、タスクスケジューラーなどに設定してください。 

 

中央ノードでコマンドプロンプトを起動し、次のコマンドを実行します。 

 

<コマンド> 

> cd C:\Program Files\Qlik\Sense\Logging 

> Qlik.Logging.Service.exe update --archive_age x --purge_age y 
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・x、y は任意の日数を設定します。 

「archive_age」には「purge_age」より小さい値を指定する必要があります。 

 

・上記コマンドにより、x 日分のログがアーカイブされ、y 日分より古いログが削除されます。 

 

 

 ログデータベースの最大サイズの指定 

ログデータベースの最大サイズを指定することで、一定サイズのログデータまでしか作成されない

ように制御ができます。 

※一度実行すれば、"ログデータが nGB を超えると古いログから自動削除する" という 

処理になります。 

 

中央ノードでコマンドプロンプトを起動し、次のコマンドを実行します。 

 

<コマンド> 

> cd C:\Program Files\Qlik\Sense\Logging 

> Qlik.Logging.Service.exe update --maximum_db_size_in_gb n 

・n は任意のサイズを設定でき、GB 単位での指定です。 

 

 

 

以上 


